
新規 完了事業 ゼロ予算事業 担当者

全体計画 経費区分 内線

事務事業名

所　　属

施　　策

会計
予算

科目
科目

事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

令和 2年度　実績 令和 3年度　予定

令和 4年度　予定 令和 5年度　予定

令和 6年度　予定 令和 7年度　予定

内部評価【二次】 1頁

令和　３年度　行政評価事業別シート

実計対象 □ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 荒井正憲

全体計画 経費区分 － 内線 3115

事務事業名 4039 職員互助会助成事業

所　　属 050100 総務部・総務課

施　　策 17024400 市民と共に歩む、信頼され活気ある組織・体制づくり

会計 01 一般会計
予算

科目 020108 総務費・総務管理費・職員厚生費
科目

事業 020000 職員互助会助成事業

事業目的 事業概要・効果 

地方公務員法第４２条に基づく職員の保健、その他厚 職員互助会へ負担金を支出し、職員互助会で職員厚生

生に関する事項を実施するため、須坂市職員互助会を 事業、文化活動事業、体育事業等を行った。

設置し、職員の福利厚生等の向上を図る。

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

令和 2年度　実績 令和 3年度　予定

職員互

内

助会へ次の支出を行う

部

。 職員互助会へ次の支

評

出を行う。

①19市職

価

員体育大会参加負担金

【

①19市職員体育大会

二

参加負担金

②職員体育

次

活動負担金 ②職員体育

】

活動負担金

③職員文化

1

活動負担金 ③職員文化

頁

活動負担金

④職員厚生

令

事業負担金 ④職員厚生

和

事業負担金

令和 4年

　

度　予定 令和 5年度

３

　予定

令和 6年度　

年

予定 令和 7年度　予

度

定

　行政評価事業別シート

実計対象 評価対象



単位：千円）

令和 2年度 令和 3年度

決　　　算 予　　　算

事業費 1,147 1,123

国庫支出金 0 0

特 定 都道府県支出金 0 0

財 源 地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 1,147 1,123

正規職員 0.5 0.5
人員数

嘱託職員 0.2 0.1
（人）

臨時職員 0.0 0.0

正規職員 3,484.0 3,484.0

人　員 嘱託職員 629.8 314.9

コスト 臨時職員 0.0 0.0

計 4,113.8 3,798.9

市民一人当たりの経費 0.1 0.1

総額 5,260.8 4,921.9

（単位：千円）

令和 2年度決算　事業費の内訳

内

主な節 金額 内容

7節 

部

 報償費 0

10節 需

評

用費 0

12節 委託費

価

0

14節 工事請負費

【

0

職員互助会負担金
1

二

8節 負担金補助及び

次

交付金 1,147

その

】

他 0

2頁

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

令和 2年度 令和 3年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

令和 2年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

7節  報償費

10節 需用費

12節 委託費

14節 工事請負費

18節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名 インフルエンザ予防接種補助人数の拡大

算　　式 インフルエンザ予防接種補助人数 単位 人

年　　度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標 220 225 230 235 240
目 標 値

実 績

指標選定 職員の疾病予防の充実のため

の 理 由

最終年度 R2年度補助人数の10％以上増(R2年度会員482人、補助215件）

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （



委

めているか 変わらない

託

・使用料などの受益者

費

負担や補助対象事業の

1

範囲など、財源確保の

4

余地はないか

昨年度は

節

、感染症予防対策とし

 

て体温計及び手指消毒

工

液購入のため、特別会

事

計から繰り入れをおこ

請

なった。多

くの事業は

負

中止となったことから

費

、例年より多くの繰越

1

金が生じた。
評   

8

価

コメント

振り返り（

節

決算年度の取組み課題

 

）

コロナ禍後も、特別

負

会計から繰り入れをせ

担

ずに互助会予算編成が

金

できるよう、給付や事

補

業の見直しが必要。

ま

助

た、職員間のコミュニ

及

ケーションが活性化す

び

る事業を研究していき

交

たい。

付金

その他

ＣＨＥＣＫ

個別評価

項目 評価観点 評価内容

・市民の生命・財産を守るため市が実施することが必要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

令和 3

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

7節  報償費 0

10

令

節 需用費 0

12節 

和

委託費 0

14節 工事

 

請負費 0

職員互助会負

3

担金
18節 負担金補

年

助及び交付金 1,12

度

3

その他 0

ＣＨＥＣＫ

当

個別評価

項目 評価観点

初

評価内容

・市民の生命

予

・財産を守るため市が

算

実施することが必要不

　

可欠な事業であるか

・

事

行政内部の管理運営上

業

必要な事業であるか

必

費

 要 性 ・市が主体と

の

なり実施すべき事業か

内

やや低い

・法的な根拠

訳

や公的関与の妥当性は

主

あるか

・目的は結果（

な

施策の目指す理想）に

節

結びついているか

昨年

金

度は、新型コロナウイ

額

ルス感染症の影響で、

内

多くの事業ができなか

容

った。

評   価

コメ

7

ント

・事業の成果は上

節

がっているか

・目標に

 

対する達成度は十分か

 

有 効 性 ・市民生活

報

上の課題解決に貢献し

償

ているか 普通

・行政内

費

部の管理上の課題解決

1

に貢献しているか

・事

0

業の目的が達成できる

節

ような事業内容になっ

 

ているか

より多くの職

需

員へ恩恵が受けられる

用

事業や給付を研究して

費

いきたい。

評   価

1

コメント

・成果を落と

2

さずにコストを削減す

節

る方法はあるか

効 率

 

 性 ・効率性向上に努



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続 次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続

総合評価コメント ２次評価コメント

コロナ禍により、文化活動や体育事業が中止・縮小さ コロナ禍により事業が中止・縮小となった

内

が、コロナ

れており、

部

職員間のコミュニケー

評

ション不足にならな ウ

価

イルス感染症対策の新

【

規事業を実施した。

い

二

ようにすることが重要

次

である。今年度から、

】

コロナ

ウイルス感染症

4

対策として、ＰＣＲ検

頁

査等の経費補助

制度を

Ａ

創設した。

外部評価

次

Ｃ

年度以降の方向性

外部

Ｔ

評価コメント

ＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


